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1．背景
従来、建築業界における木材利用は戸

建住宅が中心であったが、2010年10

月に「公共建築物における木材の利用

の促進に関する法律」が施行されて以

降、比較的大型の建築物の木造化・木

質化が図られている。大和ハウス工業

（以下、当社）では主に鉄骨造の建物

を多く手掛けており、当社の強みであ

る鉄骨造に木材を組み合わせた木鋼ハ

イブリッド技術開発の第一弾として木

鋼ハイブリッドブレース（以下、木鋼

ブレース）の開発に取り組んだ。

2．技術概要
木鋼ブレースは平鋼の芯材を木質材料

（集成材）で挟み、芯材の座屈を防止

したブレースで建物の耐震部材として

使用する。木鋼ブレースの構成を図1

に示す。座屈拘束材には集成材または

ラミナを用いる。この座屈拘束材が圧

縮軸力下における芯材の座屈を防止す

ることにより、引張軸力時と同等の耐

力および変形能力を発揮する。また、

座屈拘束材に集成材を用いることで、

従来では隠蔽部に配置されていた座屈

拘束ブレースを表しで用いることがで

きる。木鋼ブレースは日本建築総合試

験所の建築技術性能証明を取得してい

る。

木鋼ブレースの適用範囲を表1に示す。

木鋼ブレースは鉄骨造の建築物に適用

することができ、設計用の最大軸力は

1,700kNである。芯材はSN400A，B，C

またはSN490B，Cの鋼材を用い、拘束

材は対称異等級集成材で強度区分は

E95-F270、樹種はヒノキまたはカラ

マツを用いる。

木鋼ブレースと従来の座屈拘束ブレー

スのCO2排出量の比較を図 2に示す。

従来の座屈拘束ブレースに対してCO2

排出量をおよそ65％削減することが

できる。

3．実物件への採用事例
木鋼ブレースは当社研修施設である、

大和ハウスグループ みらい価値共創

センター「コトクリエ」のエントラン

スおよびその隣室に採用されている。

木鋼ブレースの設置状況を写真1に示

す。木鋼ブレースの座屈拘束材には、

奈良県産のヒノキを用いた集成材を採

用した。ブレースの芯材は当社奈良工

場で製作し、齋藤木材工業株式会社で

木鋼ブレースの組立を実施した。ま

た、木鋼ブレースに接する柱には、日

本製鉄株式会社の木鉄ハイブリッド耐

火柱を採用した。ガラス面に接する場

所に表しで採用しているため、建物の

内外で木の味わいを感じることができ

る。ブレースの端部には集成材のカ

バー材を用いており、高力ボルト接合

部が見えないディティールとしてやす

らぎの空間を演出している。
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■青年技術者のことば

近年、カーボンニュートラルや脱

炭酸社会の実現に向けて木材利

用の機運が高まっています。しか

し、高層建物への木材利用は技術

的な課題も多く、全体的な木材使

用量は少ないのが現状です。

この木材使用量を引き上げるため

にも、木材と鋼材などを組み合わ

せた「木鋼ハイブリッド技術」の

研究開発を行っていく必要がある

と考えています。

木鋼ハイブリッド技術を用いる利

点としては、①鉄骨造の建築物に

従来のブレースの代替品として組

み込むことができ純木造に比べて

設計時の負担が少ない、②木材と

鋼材の長所を生かした合理的な構

造とできそれぞれの材料の長所を

生かした構成とできる、③純木造

に比べて木質材料の断面を小さく

抑えることができコストダウンや

工期短縮が見込める、といった点

が挙げられます。

地球温暖化をはじめとした環境に

関連する課題解決には、長期的

な視点が求められます。木鋼ハイ

ブリッド技術を用いることによる

環境負荷低減効果の見える化にも

取り組んで行きたいと考えていま

す。今後も様々な技術の研究開発

を通じて環境負荷低減に貢献して

いきます。
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写真1　木鋼ブレース（大和ハウスグループ みらい価値共創センター「コトクリエ」）

図 1　木鋼ブレースの構成

表 1　木鋼ブレースの適用範囲 
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1．プロジェクト概要
このプロジェクトは、国土交通省の建
築BIM推進会議・環境整備部会が行う、
設計・施工等のプロセスを横断して、
BIM導入の効果等を検証するBIMモデ
ル事業の取り組みの一つであり、各社
の報告書等は国土交通省のwebにて公
開されている。本プロジェクトは、3
年間の継続事業として、安井建築設計
事務所、日本管財、エービーシー商会
の3社にて、エービーシー商会本社ビ
ルを対象に維持管理・運用段階のBIM
作成やBIM活用・効果検証を行った。

2． 維持管理・運用BIMモデ
ルの構築

設計BIMと施工から受領した機械設備
BIM（施工BIM）をRevitMEPに変換し
統合調整した。電気設備BIMはライフ
サイクルコンサルタントを想定して、
簡易的に作成・統合した。さらに、機
械設備モデルは系統別に色分けを行う
ことで、設備機器の位置や系統が容易
に把握できる維持管理・運用BIMモデ

ルを構築した。

3． 修繕・更新の把握、判断
ツールの構築・検証

日本管財が独自に収集・データベース
「経過年数による更新優先度判定」の
情報とBIMをBIツール（PowerBI）に
て連携するようにすることで、更新
優先度判定、修繕・維持管理ダッシュ
ボードを構築した。このダッシュボー
ドは優先度対象の「偏差値」情報とそ
のモデルが対応して確認することがで
きる。また、複数の情報を同時に閲
覧、比較できることで建物状況や傾向
をより把握できる。この仕組みを昇華
することで、BIM（ 3次元情報）と修
繕・維持管理情報を組み合わせて、情
報蓄積し、建物の更新時に新しい分
析・視点での運用管理ができるだろう。

4． BIMを活用したメタバー
スによる建物運用の検証

維持管理段階では、竣工した建物に対
して、設計者の意図を明確に伝える効
果的な手法が課題となっていたため、

BIMモデルをもとに、利用者が建物を
仮想体験できる空間（メタバース空
間）を作成し、直接体験して意図を伝
える方法を検証した。本検証では、２
Fのショールームを対象として、BIM＋
PLATEAU＋点群から生成した3Dモデル
を統合してバーチャルショールームを
作成した。さらにゲームエンジンを活
用して、展示している商品の情報等を
取得、オンライン化の機能等を実装し
た。その結果、リアルなショールーム
の疑似体験ができ、バーチャルならで
はのインタラクティブな情報発信によ
る効果が見られた。今後、BIMデータ
は設計だけでなく、バーチャル活用と
しての展開が期待できる。

5． BIMを用いた体験型の火
災＋避難シミュレーショ
ンの作成及び試行検証

コロナ禍等による人流抑制や在宅等の
状況下で、オフィスに集まって行うこ
とが難しい現状にあることを踏まえ、
バーチャルで避難訓練できる仕組みを
構築検証した。特に、現実の避難訓練
では体験できないコンテンツへ昇華す
るため、①煙降下時間を基に設定した
煙の再現②混雑状況の再現③非常用照
明下の状況の再現を実装した体験型の
シミュレーションを作成検証した。そ
の結果、煙が降下する恐怖感、緊急時
対応に活用できる等の意見をもらっ
た。この検証を通して、BIMデータを
より発展させ、「体験」を生み出すこと
で新たな価値につながると考えている。
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BIMモデル事業

■青年技術者のことば

私は「ワクワクするアイデア・体

験を生み出す」ことが建築×デ

ジタルでの重要なファクターだと

思っています。そして、建築設計

をより高度化するためには、デジ

タルツールと連携し、モデル構

築、解析、傾向分析等を人に還元

するサイクルを生み出すことが重

要と考えています。

エービーシー商会BIMモデル事業

では、BIMを設計者のみが使用す

るのではなく、発注者にとって

直接メリットのある「データ活

用」・「体験する」BIMの運用活用

を主軸とし、設計に限らないBIM

の新しい活用方法について様々な

検証をしました。

元々意匠設計者として入社し、デ

ジタル技術を活用して新しいこと

に挑戦することに興味を持ちまし

た。今では、デザイン、自動化等

をコンピュテーショナル手法・プ

ログラム開発等による設計支援等

も行うようになっています。

私は、デジタルによる設計デザイ

ンからバーチャル「体験」まで、

横断したプロセスを生みだすこ

とで、設計者と発注者のコミュニ

ケーションの活性化、新たな橋渡

し役になれるのではと考えていま

す。私はそんな設計プロセスを生

み出せるように、挑戦を続けてい

きたいと思っています。
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エービーシー商会本社ビル 維持管理（統合）BIMモデル　2F

通常の避難訓練では体験できないコンテンツへ昇華

ゲームエンジンを活用したアバターによる空間体験

BIM

マテリアル整備

体験型避難訓練シミュレーションの様子 警報音・サポート文言の設定 避難者の設定・混雑状況の再現

インタラクティブな情報発信

バーチャルショールーム　中央部から見る

修繕・維持管理ダッシュボード

更新優先度判定ダッシュボード
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煙の再現 避難状況の再現 非常用照明下


